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2019 年度 授業概要　

障害のある子どもの理解と指導　について理解できる。

授業回数

【授業の目的・ねらい】
家庭教育・学校教育・社会教育における人間と教育の関わり方や学校との関わり方について理解でき、教育分野
での連携を実現できる力を身につける。

【授業全体の内容の概要】
言語聴覚士が携わる教育分野の領域において専門的な連携を実現するために、家庭教育・学校教育・社会教育
における人間と教育との関係や学校との関わり方を理解できる。

教育とは何か－臨床的な見方・考え方　について理解できる。

科目名 教育学

【使用教科書・教材・参考書】
配布資料

【実務者経験】

教育とは何か－コミュニケーション　について理解できる。

発達と教育　について理解できる。

【準備学習・時間外学習】
講義の復習が必要です。

試験の結果を100点満点として成績を評価する。
試験は定期試験のみを実施とし、
60点以上の場合に科目を認定する。

定期筆記試験

準備物(教材)講義内容

教育とは何か－通級による指導　について理解できる。

必修・選択

配当学年時期

【単位認定の方法及び基準（試験やレポート評価基準など）】

幼少期の教育、社会教育　について理解できる。

特別支援教育のあゆみ　について理解できる。

学校教育　について理解できる。

【授業終了時の達成課題（到達目標）】
人間にとっての教育の意義や必要性を理解し、家庭教育・学校教育・社会教育におけるそれぞれの教育目標や教
育内容・教育方法について説明できる。


